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文 1 : 私 は とても 幸せ です
文 2 : 彼 は とても とても かっこいい 
のとき、表 1 となる。このように表現した BoW の素性を各
ニューロンに対応させる。
表 1 BoWの例
私 は とても 幸せ です 彼 かっこいい
文 1 1 1 1 1 1 0 0
























た、BoW の構築の際に用いる単語数の範囲 (窓幅) を対象単
語の前後 1～8 の間で増減させ、窓幅を設けない場合との精度






平均精度 [%] 平均精度 [%]
窓幅 素性 1 素性 2 素性 3 窓幅 素性 1 素性 2 素性 3
1 73.43 73.70 73.66 6 73.72 73.99 73.44
2 73.55 73.64 74.08 7 73.88 74.05 74.21
3 73.73 74.05 74.33 8 73.06 73.93 74.25
4 73.91 74.24 74.54 全体 72.81 79.54 81.51
5 73.86 73.94 74.21







全体の精度検証結果を表 3 に示す。なお,† が付いているも
のは、マクネマー検定により統計的な有意差が得られたもので
ある。 表 3 全体の精度検証
MFS 素性 1 素性 2 素性 3
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